




 

〔はじめに〕 

 この PMD 児は 17 才、障害度(2 イャード 8度)の男子である。車椅子上の姿勢

では脊柱が強度に右側に曲がり、そして、前方に傾いている状態である。患児

の車椅子上生活は一日の 1/4 位である。このような車椅子上の姿勢で生活して

いくには、苦痛と疲労が重なり、車椅子生活を安全安楽に過ごすことは出来な

いのではないか。現在、大きな問題点は出ていないが、心理、身体面に影響し

てくるのではないか、等々のことを考慮し、車椅子上の姿勢を良姿勢に少しで

も近づけて、日常生活の看護に当りたいと思い取り上げて見ました。 


